ヴィンチェンツォ・デ・ロッシとバッチョ・バンディネッリ : 「ヘラクレスの泉」のための現存素描2点の再検討 by 友岡 真秀
fig. 1 ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラクレスの泉
の構想》1562年頃、黒チョー ク、ニュー ヨー ク、
クー パー・ヒュー イット美術館 inv. 1942-36-1
fig. 2 ヴィンチェンツォ・デ・ロッシ《ヘラクレスの物語》1569年以降、ペンと褐色インク、パリ、
ルーヴル美術館 inv. 1573
















































































































褐色インク、オックスフォ ドー、クライスト・チャーチ inv. 0090




































 ウフィツィ素描版画室 inv. 509F








































fig. 11  ポントルモ《ピエタの習作》赤および黒チョーク、フィレンツェ、
































 ローマ、国立素描版画室（ヴィッラ・ファルネジーナ） inv. FC
 124258






























































1 ヴィンチェンツォ・デ・ロッシがバッチョ・バンディネッリ工房に入った時期について、1534年とする説（Hildegard Utz, “Vincenzo 
de’ Rossi”, Paragone, No. 197, 1966, pp. 29-36: p. 33）が提示されているが、本稿ではこれを踏まえたシャラ トーの見解（Regine 
Schallert, Studien zu Vincenzo de’ Rossi: Die frühen und mittleren Werk (1536-1561), Hildesheim, 1998, pp. 14-15）に従った。
デ・ロッシの修業時代を巡る概要は、拙稿「ジョルジョ・ヴァザーリ『美術家列伝』第二版「アカデミア・デル・ディセーニョ会員伝」
よりヴィンチェンツォ・デ・ロッシについての記述」『Aspects of Problems in Western Art History』vol. 12, 2014, pp. 113-117: 
pp. 115-116, 註 2を参照。
2 ローマにてデ・ロッシが単独で仕上げた作品としては、《十歳の少年としてのキリストを伴う聖ヨセフ》（ローマ、パンテオン内聖
ヨセフ礼拝堂）がある。デ・ロッシがローマで手がけた他の作品群について、同時代の史料では 1584年にフィレンツェで出版
されたラファエッロ・ボルギーニの『イル・リポーゾ』において、一定の記述が残されている（Raffaello Borghini, Il riposo, in 
cvi della pittvra, e della scultura si fauella, de’ piu illustri pittori, e scultori, e delle piu famose opere loro si fa mentione; e le 






中海学研究』vol. 39, 2016, pp. 20-39を参照。
6 コジモ1世がシンボルとして常用していたカプリコルノについては Paul William Richelson, Studies in the Personal Imagery of 
Cosimo I de’ Medici, Duke of Florence, New York and London, 1978, pp. 25-78を参照。
Aspects of Problems in Western Art History, vol.14, 2016
67
7 ヒルデガルド・ウッツによる《ヘラクレスの泉》についての図像解釈が現在まで通説となっている（Hildegard Utz, “The Labors 
of Hercules and Other Works by Vincenzo de’ Rossi”, The Art Bulletin, vol. 53, No. 3, 1971, pp. 344-366）。
8 この 3体のヘラクレス像の形態の源泉については、註 5に記載の拙稿を参照。
9 バンディネッリの本素描は、先行研究においてロッソ・フィオレンティ ノー、ポントルモ、フランチェスコ・グラナッチに帰属されて
きたが、1961年に《レダと白鳥》の板絵の後景に描かれた戦闘場面との一致が指摘され、バンディネッリ作品として同定された。
Ilaria Ciseri, “Baccio Bandinelli, Ebbrezza di Noè（作品解説）”, in Baccio Bandinelli: scultore e maestro (1493-1560), Exh. 
Cat., ed. by Detlef Heikamp and Beatrice Paolozzi Strozzi, Firenze, 2014, pp. 270-271, cat. 4を参照。
10 バンディネッリ《ノアの酩酊》（フィレンツェ、バルジェッロ国立美術館 inv. 311 Sculture）は、1530年頃に制作された。本作品
については、Ilaria Ciseri, “Baccio Bandinelli, Ebbrezza di Noè（作品解説）”, in ibid., pp. 278-281, cat. 7を参照。
11 16世紀の所蔵先を示す史料を欠いているが、17世紀にはフィレンツェ近郊ポンテ・アッラ・バディアに建つサルヴィアーティ家の
ヴィッラに所蔵されていたことから、それ以前に本作品はすでに同家の所有であったと推察されている（Michela Zurla, “Baccio 
Bandinelli, Leda e il cigno（作品解説）”, in ibid., pp. 264-267, cat. 2）。1699年から1703年の間には、ローマのルンガーラ通
り沿いの同家の宮殿に移された（Sylvie Béguin and Philippe Costamagna, “Nouvelles considérations sur Baccio Bandinelli 
peintre: la redécouverte de la “Léda et le cygne”, Les Cahiers d’Histoire de l’Art, vol. 1, 2003, pp. 7-18）。
12 ヴィンチェンツォ・ボルギーニ［1515-1580年］は当時、コジモ1世のもとで図像助言者の立場にあった。
13 ハイカンプによって、本素描裏面の短信の全文が示されている。そこに署名が付されていることから、本素描はデ・ロッシに帰
属され、「ヘラクレスの泉」の計画と関連づけられた。（Detlef Heikamp, “Appunti: Vincenzo de’ Rossi disegnatore”, Paragone, 




15 コジモ1世は早くも1538年末にはジョヴァンニの記念墓碑を所望していた（Louis Alexander Waldman, Baccio Bandinelli and 




Le vite de’ più eccellenti pittori scultori e architettori: nelle redazioni del 1550 e 1568, ed. by Rosanna Bettarini and Paola 
Barocchi, 11 vols., Firenze, 1966-1997: vol. 5, p. 259 ; 甲斐教行訳「バッチョ・バンディネッリ伝」『美術家列伝』森田義之他監修、
第 4巻、中央公論美術出版社、2016年、373-432頁 : 397-398頁）。1540年 1月 3日付の公爵宛ての書簡からは、バンディネッ
リはローマにてこの墓碑の雛型を制作し、公爵に提示したことがわかる（Louis Alexander Waldman, op. cit., pp. 185-186, doc. 
308）。バンディネッリとの正式な契約は、1540年 5月 26日になされた（Louis Alexander Waldman, op. cit., pp. 192-193, doc. 
319）。
16 1543年 1月 26日付の宮廷秘書アレッサンドロ・マルツィ＝メディチからバンディネッリ宛の書簡、および同年 2月 14日付の宮
廷執事ピエルフランチェスコ・リッチョからコジモ1世宛の書簡が現存する（Louis Alexander Waldman, op. cit., pp. 248-250, 
docs. 408, 411）。さらに制作途上の大理石が同年のうちに、同聖堂内に運び込まれている（Ibid., p. 249, doc. 409）。




現存する（Louis Alexander Waldman, op. cit., pp. 239-242, doc. 393）。
19 1554年 10月12日付、バンディネッリからコジモ1世に宛てた書簡の草稿が現存する（Louis Alexander Waldman, op. cit., pp. 
566-567, doc. 1032）。
20 1540年 1月 2日付、バンディネッリからコジモ1世に宛てた書簡を参照（Louis Alexander Waldman, op. cit., pp. 185-186, doc. 
308）。
21 フィレンツェの本素描（版画素描室 inv. 531F recto）についてワードは、何らかの別の素描の断片、あるいは、より完成度の高
いクライスト・チャーチ所蔵の素描の右上部を拡大して描いたものとみなしている。Roger Ward, “Baccio Bandinelli, Guerriero a 
cavallo che colpisce un uomo a terra; vari studi di fi gura（作品解説）”, in op. cit., Exh. Cat., 2014, pp. 426-427, cat. 56を参照。
22 オックスフォードの本素描については、Roger Ward, Baccio Bandinelli as a Draughtsman, Phil. Diss., London, 1982, p. 345, 
no. 287および Id., Baccio Bandinelli 1493-1560: Drawings from British Collections Selected ad Catalogued by Roger Ward, 
Cambridge, 1988, pp. 75-76, Cat. 43を参照。ワードはベルリンに所蔵される別の素描（ベルリン、ダーレム美術館版画素描室 






素描版画室 inv. 6896 F recto; Roger Ward, “I disegni di Bandinelli: Alcune aggiunte al corpus”, op. cit., Exh. Cat., 2014, pp. 












飾がなされた。この祝祭についてはヴァザーリが「ポントルモ伝」に記述を残している（Giorgio Vasari, op. cit., vol. 5, pp. 307-
334: pp. 310-313）。また Frederick Mortimer Clapp, Jacopo Carucci da Pontormo: His Life and Work, New Haven, 1916, pp. 
13-17も参照。
28 当該のポントルモの素描とデ・ロッシの素描の類似性については、前掲拙稿、36頁を参照。
29 バンディネッリ《男性裸体像習作》（パリ、ルーヴル美術館 inv. 123 recto）および、ポントルモ《聖ヨハネの習作》（フィレン
ツェ、ウフィツィ美術館素描版画室 inv. 6576 recto）を指す。前者については、Françoise Viatt, Marc Bormand, and Vincent 
Delieuvin (eds.), Musée du Louvre, Cabinet des Dessins: Inventaire général des dessins italiens: Baccio Bandinelli, dessins, 
sculptures, peinture, Paris and Milan, 2011, pp. 188-190, cat. 72、また後者については、Janet Cox-Rearick, The Drawings of 












 Cooper Hewitt, Smithsonian Design Museum / Art Resource, NY (fi gs. 1, 3, 8, 9) / Agence Photographique de la Réunion 
des Musées Nationaux et du Grand Palais (fi g. 2) / Detlef Heikamp and Beatrice Paolozzi Strozzi (eds.), Baccio Bandinelli: 
scultore e maestro (1493-1560), Exh. Cat., Firenze, 2014 (fi gs. 4, 5, 10, 12) / Mario Scalini (ed.), Giovanni delle Bande Nere, 
Cinisello Balsamo, 2001 (fi gs. 6, 7) / Gabinetto Fotografi co della Soprintendenza Speciale per il Patrimonio Storico, Artistico 
ed Etnoantropologico e per il Polo Museale della città di Firenze (fi g. 11) / Fototeca del Kunsthistorisches Institut in Florenz 
(fi g. 13).
